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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通報用押ボタンおよび各種の電子部品を収容した筐体にカバーが嵌合されて構成される
通報装置において、
　前記カバーは、
　側壁部と、
　前記側壁部から突設された爪脚部の先端に、当該爪脚部を間に挟んで互いに反対側へ突
出する第１爪および第２爪が形成された係合爪と
　を備え、
　前記筐体は、
　前記カバーが当該筐体に嵌合されたときに前記側壁部を支持する支持面と、
　前記支持面に対して前記カバーの前記係合爪と係合するために形成された貫通孔でなる
係合孔部と、
　前記係合爪が前記係合孔部に嵌合された状態で、前記第１爪と係合する前記係合孔部の
周囲に形成された第１爪係合部と、
　前記係合爪が前記係合孔部に嵌合された状態で、前記側壁部が弾性変形されて前記第１
爪と前記第１爪係合部との係合状態が解除されたとき、前記第２爪と係合するため前記係
合孔部の周囲であり前記第１爪係合部と対向した位置に形成された第２爪係合部と
　を備え、
　前記カバーが前記筐体の前記支持面に支持された状態で回転されると、前記第２爪と前
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記第２爪係合部との係合状態が解除されて前記筐体から前記カバーが取り外される
　ことを特徴とする通報装置。
【請求項２】
　前記筐体は、
　前記第１爪係合部から前記係合孔部を臨むように突出して形成された回転規制凸部を備
え、
　前記カバーの前記係合爪が前記係合孔部に係合された状態において前記回転規制凸部に
より前記係合爪の回転が規制される
　ことを特徴とする請求項１に記載の通報装置。
【請求項３】
　前記回転規制凸部は、前記カバーの前記係合爪の前記第１爪との接触状態を面接触とす
る所定の角度に形成された斜端面を有する
　ことを特徴とする請求項２に記載の通報装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば銀行において不審者の侵入を警察や警備会社等の一定の通報先に通報
するための通報装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通報装置においては、非常時に通報ボタンが押下された場合、その通報ボタンが
押下された状態を警察等が後に確認する必要があり、警察等が通報ボタンの押下状態を確
認した後は、通報装置のカバーを取り外して通報ボタンを押下操作前の非押下位置に戻し
、リセットする必要がある。
【０００３】
　そのため警察等が確認するまで通報ボタンの押下状態を維持しておかなければならない
ので、専用の治具または工具を用いない限り、通報装置のカバーを取り外すことのできな
い構造となっている。
【０００４】
　ところで、電子機器の筐体構造として、カバーをケースに嵌め込み、当該カバーをねじ
によりケースに固定し、その後、電池蓋をケースに取り付けることにより筐体を組み立て
るものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－２９７５６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した特許文献１の電子機器の筐体構造を通報装置に採用した場合、ドライバーでカ
バーのねじを緩めた後、ケースに嵌め込まれたカバーを取り外す等の複雑な取り外し操作
が強いられる。このため、警察等が通報ボタンの押下状態を確認するまでにカバーが取り
外されてしまうことを防止できるものの、カバーを容易に取り外すことができない構造で
あるがゆえ、通報ボタンを押下操作前の非押下位置に戻す際の操作性が悪いという問題が
あった。
【０００７】
　本発明は上記した従来の問題に鑑みなされたものであり、その目的は、誰でもが容易に
取り外せるのではなく、特定の取り外し方法を認識しているユーザだけがカバーを筐体か
ら容易に取り外すことのできる簡易な構造の操作性に優れた通報装置を提供することにあ
る。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、本願発明は、通報用押ボタンおよび各種の電子部品を収容
した筐体（２）にカバー（１）が嵌合されて構成される通報装置において、前記カバー（
１）は、側壁部（１１）と、前記側壁部（１１）から突設された爪脚部（１３ｄ）の先端
に、当該爪脚部（１３ｄ）を間に挟んで互いに反対側へ突出する第１爪（１３ａ）および
第２爪（１３ｂ）が形成された係合爪（１３）とを備え、前記筐体（２）は、前記カバー
（１）が当該筐体（２）に嵌合されたときに前記側壁部（１１）を支持する支持面（２２
）と、前記支持面（２２）に対して前記カバー（１）の前記係合爪（１３）と係合するた
めに形成された貫通孔でなる係合孔部（２３）と、前記係合爪（１３）が前記係合孔部（
２３）に嵌合された状態で、前記第１爪（１３ａ）と係合する前記係合孔部（２３）の周
囲に形成された第１爪係合部（２４）と、前記係合爪（１３）が前記係合孔部（２３）に
嵌合された状態で、前記側壁部（１１）が弾性変形されて前記第１爪（１３ａ）と前記第
１爪係合部（２４）との係合状態が解除されたとき、前記第２爪（１３ｂ）と係合するた
め前記係合孔部（２３）の周囲であり前記第１爪係合部（２４）と対向した位置に形成さ
れた第２爪係合部（２５）とを備え、前記カバー（１）が前記筐体（２）の前記支持面（
２２）に支持された状態で回転されると、前記第２爪（１３ｂ）と前記第２爪係合部（２
５）との係合状態が解除されて前記筐体（２）から前記カバー（１）が取り外されるよう
にする。
【０００９】
　本発明において、前記筐体（２）は、前記第１爪係合部（２４）から前記係合孔部（２
３）を臨むように突出して形成された回転規制凸部（２６）を備え、前記カバー（１）の
前記係合爪（１３）が前記係合孔部（２３）に係合された状態において前記回転規制凸部
（２６）により前記係合爪（１３）の回転が規制されるようにする。
【００１０】
　本発明において、前記回転規制凸部（２６）は、前記カバー（１）の前記係合爪（１３
）の前記第１爪（１３ａ）との接触状態を面接触とする所定の角度に形成された斜端面（
２６ａ）を有するようにする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、係合爪（１３）が係合孔部（２３）に嵌合された状態で、側壁部（１
１）が弾性変形されて第１爪（１３ａ）と第１爪係合部（２４）との係合状態が解除され
たときでも、そのときは係合爪（１３）の第２爪（１３ｂ）と第２爪係合部（２５）とが
係合されるため、この段階では筐体（２）からカバー（１）が取り外されることがない。
この状態からカバー（１）が回転されると、第２爪（１３ｂ）と第２爪係合部（２５）と
の係合状態が解除されて筐体（２）からカバー（１）が取り外されることが可能となる。
したがって、一定の取外手順を認識していないユーザによってカバー（１）がハウジング
（２）から取り外されてしまうことがない。かくして、誰でもが容易に取り外せるのでは
なく、特定の取り外し方法を認識しているユーザだけがカバー（１）を筐体（２）から容
易に取り外すことができる簡易な構造の操作性に優れた通報装置を実現することができる
。
【００１２】
　本発明によれば、カバー（１）の係合爪（１３）が係合孔部（２３）に係合された状態
においては、回転規制凸部（２６）により係合爪（１３）の回転が規制されるため第１爪
（１３ａ）と第１爪係合部（２４）との係合状態が解除されることがない。これによりカ
バー（１）が筐体（２）から不用意に取り外されることを確実に防止することができる。
【００１３】
　本発明によれば、回転規制凸部（２６）は、カバー（１）の係合爪（１３）の第１爪（
１３ａ）との接触角度を面接触とするような角度に形成された斜端面（２６ａ）を有して
いるため、側壁部（１１）が弾性変形されて第１爪（１３ａ）と第１爪係合部（２４）と
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の係合状態が一次的に解除されたときでも、側壁部（１１）の弾性力により係合爪（１３
）の第１爪（１３ａ）と回転規制凸部（２６）の斜端面２６ａとが面接触で摺動しながら
、第１爪（１３ａ）と第１爪係合部（２４）との係合状態が再度構築される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施の形態に係る通報装置の筐体を構成するカバーの表面構造および裏面構造
を示す斜視図である。
【図２】本実施の形態に係る通報装置の筐体を構成する上側筐体の表面構造および裏面構
造を示す斜視図である。
【図３】筐体にカバーが嵌合されているときの係合爪と第１爪係合部、第２爪係合部およ
び回転規制凸部との係合状態の説明に供する背面視図である。
【図４】筐体からカバーを取り外す際の操作の説明に供する正面視図である。
【図５】係合爪と第１爪係合部、第２爪係合部および回転規制凸部との係合状態から係合
解除状態へ遷移するときの説明に供する略線的拡大斜視図である。
【図６】係合爪と第１爪係合部および第２爪係合部との係合状態の説明に供する図３（Ａ
）および（Ｂ）におけるＸ－Ｘ線拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１６】
＜通報装置の構成＞
　図１および図２を用いて本実施の形態に係る通報装置の構成を説明する。通報装置は、
カバー１が筐体２に嵌合され、その筐体２の内部に図示しない電子回路や通報時に押下操
作するための押ボタン等が収納された構成を有している。なお、本実施の形態では、通報
装置の特徴がカバー１および筐体２の構造にあるため、その他の部品に関する説明につい
ては省略する。
【００１７】
　カバー１は、平面視円形の両側の一部分を直線状に切り落とした互いに平行な２辺を有
する有底筒形状のプラスチック部材でなり、そのほぼ中央に筐体２の内部に収納される押
ボタン（図示せず）の表面を外部に露出するための押ボタン露出穴１０が形成されている
。
【００１８】
　このカバー１の周縁には、互いに平行な２辺を構成するカバー側壁直線部１１がそれぞ
れ形成されるとともに、その２つのカバー側壁直線部１１と連続して一体化された円弧状
のカバー側壁曲線部１２がそれぞれ形成されている。このカバー側壁直線部１１およびカ
バー側壁曲線部１２によりカバー１の側壁が構成されている。
【００１９】
　一方側のカバー側壁直線部１１には、そのほぼ中央付近であって当該カバー側壁直線部
１１の下端面から係合爪１３が突設されている。係合爪１３は、カバー側壁直線部１１と
一体化された状態で突出した爪脚部１３ｄと、その爪脚部１３ｄの先端に、爪脚部１３ｄ
を間に挟んで互いに反対側に突出する第１爪１３ａおよび第２爪１３ｂが形成された爪部
１３ｃとによって構成されている。
【００２０】
　第１爪１３ａは、その長手方向において爪脚部１３ｄの幅と同じ長さに形成されている
一方、第２爪１３ｂの長さは第１爪１３ａよりも短く形成されている。また第２爪１３ｂ
は、矢印ｂ方向で示す第１爪１３ａの一方側端部寄りの位置に設けられている。
【００２１】
　他方側のカバー側壁直線部１１に対しても、そのほぼ中央付近に係合爪１３が突設され
ているが、一方のカバー側壁直線部１１における係合爪１３の第２爪１３ｂと比べて、他
方のカバー側壁直線部１１における係合爪１３の第２爪１３ｂは、矢印ａ方向で示す第１
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爪１３ａの他方側端部寄りの位置に設けられている。
【００２２】
　カバー１の一端側および他端側に設けられた互いに対向する２つのカバー側壁曲線部１
２同士の間には、切欠き１４が形成されている。カバー側壁曲線部１２は、切欠き１４側
に側壁端部１２ａを有する。この側壁端部１２ａは、後述する筐体２にカバー１が嵌合さ
れた状態において当該カバー１の回転を規制するストッパとして機能する。
【００２３】
　筐体２はカバー１とほぼ同様の外形を有するプラスチック部材でなり、そのほぼ中央で
あり、カバー１の押ボタン露出穴１０と対向する位置には、ユーザにとって押下操作自在
な押ボタン（図示せず）を収容するための押ボタン収容部２０が形成されている。
【００２４】
　筐体２には、カバー１が嵌合されたときに当該カバー１のカバー側壁直線部１１の下端
面およびカバー側壁曲線部１２の下端面を支持する支持面２２が形成されている。その支
持面２２における長手方向の中央部外側寄りであり、かつ、カバー１の２つの係合爪１３
と対向する位置には、当該係合爪１３の爪部１３ｃおよび爪脚部１３ｄが挿通される略矩
形状の貫通孔からなる係合孔部２３が形成されている。
【００２５】
　また筐体２の周縁には、筐体側壁部２１が形成されており、図６（Ａ）および（Ｂ）に
示すように、筐体側壁部２１の端面には段部２１ａが形成されている。筐体２の支持面２
２に形成された係合孔部２３の周囲には（図２（Ｂ））、カバー１の係合爪１３における
第１爪１３ａと係合する第１爪係合部２４が設けられている。この第１爪係合部２４は、
筐体側壁部２１の端面に形成された段部２１ａの一部である（図６（Ａ）および（Ｂ））
。
【００２６】
　また、筐体２の支持面２２において、係合孔部２３の周囲であり第１爪係合部２４と対
向した位置には、当該第１爪係合部２４側に突出して形成されたＬ字のリブ状でなり、カ
バー１の係合爪１３における第２爪１３ｂと係合する第２爪係合部２５が設けられている
。
【００２７】
　なお図６（Ａ）および（Ｂ）に示すように、第１爪係合部２４および第２爪係合部２５
は、ほぼ同じ高さであるが、第１爪係合部２４よりも第２爪係合部２５の方が僅かに低く
形成されている。これはカバー１における係合爪１３の第１爪１３ａと筐体側壁部２１の
第１爪係合部２４との係合状態から、係合爪１３の第２爪１３ｂと筐体側壁部２１の第２
爪係合部２５との係合状態へ引っ掛かりなく遷移させるためである。
【００２８】
　図３（Ａ）乃至（Ｃ）に示すように、筐体２の係合孔部２３の周囲に設けられた第１爪
係合部２４と第２爪係合部２５との間の距離Ｌ１は、カバー１の係合爪１３における爪部
１３ｃの幅ｄ１（第１爪１３ａと第２爪１３ｂとの合計幅）よりも小さい、すなわちＬ１
＜ｄ１の関係が満たされている。したがって、係合爪１３における爪部１３は、矢印ｃ方
向へ移動する限りにおいて、第１爪係合部２４または第２爪係合部２５の何れか一方と必
ず係合することになる。
【００２９】
　また、第１爪係合部２４が設けられた筐体側壁部２１には、当該筐体側壁部２１から係
合孔部２３を臨むように突出した矩形状の回転規制凸部２６が一体に形成されている。こ
の回転規制凸部２６は、カバー１の係合爪１３が筐体２の係合孔部１３に係合された状態
において、当該係合爪１３の爪部１３ｃにおける端面１３ｅと干渉し、当該カバー１が矢
印Ｒ方向へ回転することを規制するものである。
【００３０】
　図３（Ｃ）に示すように、回転規制凸部２６の突出側端面２６ａから支持面２２の端面
２３ａまでの距離Ｌ２は、図４（Ｃ）に示すようにカバー１のカバー側壁直線部１１がユ
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ーザにより押下された弾性変形状態で押ボタン露出穴１０を中心に図中時計回り方向へ約
α度回転されたとき、カバー１の係合爪１３が約α度傾けられた斜め状態の爪部１３ｃに
おける水平方向の幅ｄ２よりも大きい、すなわちＬ２＞ｄ２の関係が満たされている。し
たがって、この係合爪１３の爪部１３ｃが約α度傾けられた斜め状態のときであれば、ユ
ーザが筐体２からカバー１を上方へ引っ張り上げれば係合孔部２３から係合爪１３の爪部
１３ｃがどこにも接触することなく抜けることになる。
【００３１】
　なお、回転規制凸部２６の突出側端面２６ａは支持面２２の端面２３ａに対して約α度
だけ斜めに形成された斜端面となっている。すなわち、係合爪１３の爪部１３ｃが約α度
傾けられた斜め状態にあるとき、第１爪１３ａと回転規制凸部２６の突出側端面２６ａと
が互いに平行であり、当該第１爪１３ａと突出側端面２６ａとの接触状態が面接触可能と
なっている。
【００３２】
　さらに筐体２の表面側（図２（Ａ）および図４）には、支持面２２の周囲であって、そ
の４隅に円弧状のガイド溝２７が形成されている。このガイド溝２７には、筐体２の係合
孔部２３にカバー１の係合爪１３が嵌合されたとき、カバー１のカバー側壁曲線部１２が
当該ガイド溝２７に配置される。
【００３３】
　筐体２の一端側および他端側において互いに対向するガイド溝２７同士の間には、カバ
ー回転規制部２８が形成されている。カバー回転規制部２８はその両側に端部２８ａおよ
び２８ｂを有している。カバー回転規制部２８の端部２８ａおよび２８ｂは、筐体２の係
合孔部２３にカバー１の係合爪１３が嵌合された状態でカバー１が回転されたとき、当該
カバー１におけるカバー側壁曲線部１２の側壁端部１２ａと当接することになるため、カ
バー１の回転範囲を規制するストッパとして機能する。
【００３４】
＜カバー取外動作＞
　このように構成された通報装置のカバー１が筐体２に嵌合された通報装置の完成状態か
らユーザが当該カバー１を取り外すときのカバー取外動作について次に説明する。
【００３５】
　図４（Ａ）、図５（Ａ）および図６（Ａ）に示すように、筐体２の係合孔部２３を介し
てカバー１の係合爪１３が当該筐体２に嵌合された状態では、カバー１の係合爪１３にお
ける第２爪１３ｂが筐体２の第２爪係合部２５に係合されていないが、当該係合爪１３に
おける第１爪１３ａが筐体２の第１爪係合部２４に係合されているため（図３（Ａ）、図
５（Ａ）および図６（Ａ））、筐体２からカバー１を取り外すことはできない。
【００３６】
　また、この場合、カバー１の係合爪１３における爪部１３ｃの端面１３ｅが、筐体２の
回転規制凸部２６と干渉するため（図３（Ａ）および図５（Ａ））、カバー１を図４（Ｃ
）のように図中時計回り方向へ回転することも出来ず、筐体２にカバー１を取り付けた状
態が維持される。
【００３７】
　その後、図４（Ｂ）、図５（Ｂ）および図６（Ｂ）に示すように、カバー１の両側のカ
バー側壁直線部１１をユーザが押下し、当該カバー側壁直線部１１をカバー１の内側へ一
時的に弾性変形させる。
【００３８】
　このカバー側壁直線部１１の弾性変形に伴って、カバー側壁直線部１１と一体に形成さ
れた係合爪１３も一緒にカバー１の内側へ移動するため、当該係合爪１３の第１爪１３ａ
と筐体２の第１爪係合部２４との係合状態が解除される。
【００３９】
　しかし、このとき同時にカバー１における係合爪１３の第２爪１３ｂと筐体２の第２爪
係合部２５とが係合されることになるので（図５（Ｂ）、図６（Ｂ））、ユーザが筐体２
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からカバー１を上方へ引っ張ろうとしても当該筐体２から当該カバー１を取り外すことは
出来ず、筐体２にカバー１を取り付けた状態が維持される。
【００４０】
　この場合、第１爪係合部２４よりも第２爪係合部２５の方が僅かに低く形成されている
ので、カバー１における係合爪１３の第１爪１３ａと筐体２の第１爪係合部２４との係合
状態が解除された後、係合爪１３の第２爪１３ｂと筐体２の第２爪係合部２５との係合状
態が速やかに形成される。
【００４１】
　因みに、ユーザがこの段階でカバー１のカバー側壁直線部１１を押下することを止める
と、カバー側壁直線部１１がカバー１の内側へ弾性変形していた状態から真っ直ぐな元の
状態に戻るため、カバー側壁直線部１１と一体に形成された係合爪１３もカバー１の外側
へ移動し元の位置に戻ろうとする。
【００４２】
　このとき、図３（Ｃ）に示されたように、係合爪１３の第１爪１３ａは約α度だけ傾け
られた状態であり、かつ、回転規制凸部２６の突出側端面２６ａが約α度だけ斜めに形成
された斜端面となっているので、第１爪１３ａと回転規制凸部２６の突出側端面２６ａと
が互いに平行となり、当該第１爪１３ａと突出側端面２６ａとが面接触することになる。
これにより、係合爪１３の元に戻ろうとする弾性力に対して回転規制凸部２６の突出側端
面２６ａが妨げになることがなく、回転規制凸部２６の突出側端面２６ａに対して第１爪
１３ａと突出側端面２６ａが摺動しながら円滑に移動する。
【００４３】
　これにより、係合爪１３の第１爪１３ａと筐体２の第１爪係合部２４との係合状態が再
度形成されるため（図３（Ａ）および図５（Ａ））、筐体２にカバー１を取り付けた状態
が維持される。
【００４４】
　ところで、このカバー側壁直線部１１に対する押下状態を維持したまま、筐体２に対し
カバー１を図３（Ｂ）中の係合爪１３の長手方向へ真っ直ぐ移動させようとしても、爪部
１３ｃの端面１３ｅが回転規制凸部２６と干渉するので当該カバー１が係合孔部２３の中
で動くことがなく、係合爪１３における第２爪１３ｂと筐体２の第２爪係合部２５との係
合状態が維持される。
【００４５】
　しかしながら、図４（Ｃ）、図５（Ｃ）および図６（Ｃ）に示すように、カバー側壁直
線部１１に対する押下状態を継続したまま、ユーザが筐体２に対しカバー１を図４（Ｃ）
において時計回り方向へ約α度回転させると、カバー１のカバー側壁曲線部１２が筐体２
のガイド溝２７に沿ってガイドされながら回転する。このとき、カバー１のカバー側壁曲
線部１２の側壁端部１２ａが筐体２のカバー回転規制部２８における端部２８ａによって
係止されるため、筐体２に対してカバー１が約α度回転された位置で停止される。
【００４６】
　カバー１の係合爪１３の爪部１３ｃは、当該カバー１の回転に伴って全体的に時計回り
方向へ曲線移動するため、係合爪１３の爪部１３ｃが筐体２の回転規制凸部２６および第
２爪係合部２５から次第に離れるように動く（図３（Ｃ）、図５（Ｃ））。
【００４７】
　これにより、爪部１３ｃの端面１３ｅと回転規制凸部２６とが衝突することの無い位置
へ係合爪１３が移動されるとともに、当該係合爪１３の第２爪１３ｂと筐体２の第２爪係
合部２５との係合状態が次第に解除される。すなわち、カバー１のカバー側壁直線部１１
が弾性変形された状態で、当該カバー１が筐体２に対して回転されると、回転規制凸部２
６および第２爪係合部２５と係合爪１３の爪部１３ｃとの干渉が一切無い取り外し可能な
状態となる（図３（Ｃ）、図５（Ｃ））。
【００４８】
　この状態でユーザは、筐体２に対してカバー１を上方へ引っ張り上げると、カバー１の
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係合爪１３の爪部１３ｃが筐体２の第１爪係合部２４、第２爪係合部２５、および回転規
制凸部２６の何れとも接触しない状態であるため容易かつスムースに取り外すことができ
る。
【００４９】
　すなわち通報装置において、筐体２からカバー１を取り外したい場合、ユーザはカバー
１の両側のカバー側壁直線部１１を押下することにより当該カバー側壁直線部１１をカバ
ー１の内側へ弾性変形させ、その状態のまま筐体２に対してカバー１を時計回り方向へ約
α度回転させた位置で上方へ引っ張れば良い。
【００５０】
　このように、ユーザは第１段階としてカバー側壁直線部１１に対して押下操作すること
により当該カバー側壁直線部１１および係合爪１３と弾性変形させた場合であっても、第
２段階としてカバー１を時計回り方向へ回転操作しない限り、カバー１を筐体２から上方
へ引っ張ったとしても取り外すことはできず、筐体２にカバー１を取り付けた状態が維持
される。
【００５１】
　また、カバー１の取り外し操作の手順および方法を認識していないユーザが筐体２から
カバー１を取り外そうとしても、カバー１の係合爪１３における爪部１３ｃの端面１３ｅ
が筐体２の回転規制凸部２６と干渉するので、筐体２に対してカバー１を回転させること
もできない。
【００５２】
　すなわち、誰でもが容易に取り外せるのではなく、筐体２からカバー１を取り外すため
の上述した動作パターン（特定の取り外し手順）を認識しているユーザだけが、通報装置
のカバー１を筐体２から容易に取り外すことができる。因みに、筐体２にカバー１を嵌合
させるには、取り外し動作の逆を行えば良い。
【００５３】
＜他の実施の形態＞
　なお、上述した本実施の形態においては、筐体２に対してカバー１を図４中時計回り方
向へ回転させることにより当該筐体２からカバー１を取り外すようにした場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、筐体２に対してカバー１を図４中反時計回り方向へ回転
させることにより筐体２からカバー１を取り外すように構成しても良い。この場合、筐体
２の第１爪係合部２４、第２爪係合部２５および回転規制凸部２６、カバー１の第２爪２
３ｂの位置や向き等をカバー１の反時計回り方向への回転に合わせて変更すれば良い。
【００５４】
　また、上述した本実施の形態においては、カバー１におけるカバー側壁直線部１１のほ
ぼ中央付近に係合爪１３がそれぞれ設けられるようにした場合について述べたが、本発明
はこれに限らず、カバー側壁直線部１１の下端面であれば中央付近ではなく一方側端部や
他方側端部にそれぞれ設けられるようにしたり、あるいは一方のカバー側壁直線部１１に
は一方側端部に設け、他方のカバー側壁直線部１１には他方側端部に設けるようにしても
良い。この場合、筐体２の係合孔部２３についてはカバー１の係合爪１３の位置に合わせ
れば良い。
【符号の説明】
【００５５】
壁部）、１２…カバー側壁曲線部、１２ａ…側壁端部（ストッパ）、１３…係合爪、１３
ａ…第１爪、１３ｂ…第２爪、１３ｃ…爪部、１３ｄ…爪脚部、１４…切欠き、２０…押
ボタン収容部、２１…ハウジング側壁部、２２…支持面、２３…係合孔部、２４…第１爪
係合部、２５…第２爪係合部、２６…回転規制凸部、２６ａ…突出側端面（斜端面）、２
７…ガイド溝、２８…カバー回転規制部。
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